
令
和
4年
2月
1日
発
行（
毎
月
1日
発
行
）N
o.1051　編

集・発
行
／
五
城
目
町
役
場
ま
ち
づ
く
り
課
　〒
018‐1792　秋

田
県
南
秋
田
郡
五
城
目
町
西
磯
ノ
目
１
丁
目
１
番
地
１
　1
018（

852）5342　6
018（

852）3151　印
刷
／
湖
東
印
刷
所

五城目町観光PRキャラクター
だまこちゃん

受験に向けて一致団結！
１月21日、五城目第一中学校で「合格祈願の会」が
行われました。地域の方々や企業から合格祈願の
品を受け取った３年生は、全員が一丸となって受
験に向かうことを誓いました（関連記事は８㌻）。

今月のひとコマ
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１
月
４
日
、
町
消
防
出
初
め
式
を
朝

市
駐
車
場
、
広
域
五
城
目
体
育
館
で
行

い
ま
し
た
。

朝
市
駐
車
場
に
集
合
し
た
１
０
５
人

の
消
防
団
員
ら
は
、
渡
邉
町
長
、
小
玉

多
智
美
町
消
防
団
長
か
ら
の
観
閲
を
受

け
、
服
装
、
姿
勢
、
礼
式
な
ど
の
点
検

を
行
っ
た
後
、
下
タ
町
通
り
や
中
央
線

を
行
進
し
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
広
域
五
城
目
体
育
館
で

式
典
を
行
い
、
防
災
や
消
防
活
動
な
ど

に
功
績
の
あ
っ
た
個
人
・
分
団
に
表
彰

状
や
感
謝
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
小
玉
団
長
が
「
災
害
現
場

で
の
対
応
力
を
高
め
る
た
め
、
団
員
一

同
で
研
さ
ん
を
積
む
」
と
訓
示
を
、
千

葉
與
右
エ
門
副
団
長
が
「
さ
ら
な
る
予

防
啓
発
に
努
め
る
と
と
も
に
、
有
事
に

は
迅
速
果
敢
に
行
動
し
、町
民
の
生
命
、

身
体
及
び
財
産
を
守
る
」
と
宣
誓
し
、

気
持
ち
を
新
た
に
、
防
災
活
動
へ
取
り

組
む
こ
と
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。

令
和
４
年
消
防
出
初
め
式
で

表
彰
を
受
け
ら
れ
た
皆
さ
ん（

敬
称
略
）

◉
秋
田
県
知
事
表
彰

◆
有
功
章

　
今
村　
　
宏
（
第
１
分
団
分
団
長
）

　
石
井　
康
幸
（
第
10
・
11
分
団
分
団
長
）

◆
35
年
勤
続
章

　
千
葉
與
右
エ
門
（
団
本
部
副
団
長
）

　
石
川　
嘉
博
（
団
本
部
分
団
長
）

◆
30
年
勤
続
章

　
工
藤　
正
広
（
第
４
分
団
班
長
）

　
伊
藤　
克
範
（
第
８
・
９
分
団
部
長
）

　
伊
藤　
　
渉
（
第
８
・
９
分
団
部
長
）

◆
25
年
勤
続
章

　
舘
岡　
英
尚
（
第
２
・
３
分
団
分
団
長
）

　
千
田　
　
勉
（
第
４
分
団
団
員
）

　
畠
山　
勝
美
（
第
４
分
団
団
員
）

　
伊
藤　
久
浩
（
第
８
・
９
分
団
副
分
団
長
）

　
伊
藤　
一
成
（
第
12
・
13
分
団
分
団
長
）

　
佐
藤　
和
久
（
第
12
・
13
分
団
副
分
団
長
）

◆
20
年
勤
続
章

　
小
玉　
良
秋
（
第
４
分
団
団
員
）

　
金
野　
　
修
（
第
５
分
団
部
長
）

　
伊
藤　
　
忠
（
第
８
・
９
分
団
部
長
）

　
澤
田
石
幸
男
（
第
10
・
11
分
団
分
団
長
）

　
畑
澤　
　
智
（
第
10
・
11
分
団
副
分
団
長
）

　
工
藤　
達
也
（
第
10
・
11
分
団
部
長
）

　
猿
田　
公
平
（
消
防
本
部
消
防
司
令
補
）

◉
秋
田
県
消
防
協
会
長
表
彰

◆
勤
続
章
・
10
年
勤
続

　
栗
山　
　
健
（
第
１
分
団
団
員
）

　
伊
藤　
　
智
（
第
４
分
団
団
員
）

　
藤
井　
純
一
（
第
４
分
団
団
員
）

　
草
皆　
拓
弥
（
第
５
分
団
班
長
）

　
伊
藤　
知
範
（
第
８
・
９
分
団
班
長
）

　
猿
田　
未
徳
（
第
10
・
11
分
団
団
員
）

　
畑
澤　
忠
則
（
第
10
・
11
分
団
団
員
）

　
今
川　
貴
博
（
消
防
本
部
消
防
士
長
）

◉
男
鹿
潟
上
南
秋
支
部
長
表
彰

◆
優
良
消
防
団
員

　
佐
藤
江
梨
香
（
団
本
部
団
員
）

　
三
浦
佳
奈
子
（
団
本
部
団
員
）

　
伊
藤　
祐
子
（
団
本
部
団
員
）

　
川
緑　
薫
子
（
団
本
部
団
員
）

　
菊
地　
直
子
（
団
本
部
団
員
）

　
小
玉　
敦
志
（
第
４
分
団
団
員
）

　
千
葉　
真
也
（
第
８
・
９
分
団
団
員
）

　
澤
田
石　
優
（
第
10
・
11
分
団
団
員
）

◆
７
年
勤
続

　
猿
田　
吉
德
（
第
２
・
３
分
団
団
員
）

　
平
塚　
勇
希
（
第
５
分
団
団
員
）

　
小
玉　
　
満
（
第
６
分
団
班
長
）

　
佐
藤　
寿
幸
（
第
６
分
団
団
員
）

　
加
賀
屋　
淳
（
第
10
・
11
分
団
団
員
）

◉
町
長
感
謝
状

◆
永
年
勤
続
退
職
者

（故）
越
高　
孝
雄
（
前
第
６
分
団
分
団
長
）

　
金
澤　
幸
則
（
前
第
７
分
団
分
団
長
）

　
畠
山　
正
之
（
前
第
８
・
９
分
団
分
団
長
）

　
齊
藤　
忠
佳
（
前
第
５
分
団
部
長
）

（故）
伊
藤　
次
男
（
前
第
５
分
団
班
長
）

　
畠
山　
勝
雄
（
前
第
８
・
９
分
団
班
長
）

　
佐
藤　
慶
彦
（
前
第
12
・
13
分
団
班
長
）

◆
消
防
協
力
者

　
田
仲　
勝
美
（
平
ノ
下
）

◆
５
年
勤
続
章

　
岩
見　
　
茂
（
第
６
分
団
団
員
）

　
佐
々
木
一
朗
（
第
７
分
団
班
長
）

◆
優
良
分
団

　
第
１
分
団
、
第
２
・
３
分
団
、
第
４

分
団
、
第
５
分
団
、
第
７
分
団
、
第

８
・
９
分
団
、
第
10
・
11
分
団

※�

令
和
３
年
１
月
３
日
か
ら
令
和
４
年

１
月
２
日
ま
で
の
間
、
管
轄
区
域
が

無
火
災　

消防出初め式には町消防団員ら105人が出席し、気持ちを新たに防災活動へ取り組むことを誓い合いました。

雪が降る中、分団ごとに下タ町通りや中央線を行進しました。 朝市駐車場に集合した団員は、渡邉町長や小玉町消防団長から
の観閲を受けました。

舘岡奥鵬（本名・正雄）さんが、消防精
神の吟詠を披露。

訓示を述べた小玉町消防団長。 式典では、防災や消防活動に功績のあった個人
や分団に、それぞれ表彰状などが贈られました。

町消防団の小型動力ポンプ積載車を更新
　このほど、町消防団に配備の小型動力ポン
プ積載車５台を更新しました。
　更新前の小型動力ポンプ積載車は運用開始
から20年が経過し、老朽化が進んでいたた
め、新車両を購入配備し、第５分団、第７分
団、第８・９分団２部、第10・11分団１
部、第12・13分団１部において、昨年12月
26日から運用が開始されています。



新型コロナウイルス関連情報

　
接
種
券
が
届
か
な
い
場
合
　

次
に
該
当
す
る
方
は
、
接
種
券
が
届
か
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。

・ 

他
市
町
村
で
２
回
目
の
接
種
を
受
け
て
か
ら
、

本
町
に
転
入
し
た
方

・ 

海
外
で
接
種
を
受
け
た
方

お
手
数
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
町
健
康
福
祉
課

（
☎
８
５
２
・
５
１
８
０
）
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※ 

12
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
る
方
は
、
誕
生
月
の
前

月
に
接
種
券
を
発
送
し
ま
す
。

※ 

５
〜
11
歳
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

が
薬
事
承
認
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
３
月
以
降
の

接
種
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
詳
細

が
決
ま
り
次
第
、
個
別
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
ワ
ク
チ
ン
の
種
類
　

３
回
目
接
種
に
使
用
す
る
ワ
ク
チ
ン
は
、
１
・

２
回
目
接
種
に
用
い
た
ワ
ク
チ
ン
の
種
類
に
関
わ

ら
ず
、
フ
ァ
イ
ザ
ー
社
ワ
ク
チ
ン
ま
た
は
武
田
／

モ
デ
ル
ナ
社
ワ
ク
チ
ン
の
ど
ち
ら
も
接
種
が
可
能

で
す
。

国
か
ら
供
給
さ
れ
る
割
合
は
、
50
㌫
ず
つ
で
あ

る
た
め
、
個
別
接
種
が
フ
ァ
イ
ザ
ー
社
、
集
団
接

種
が
武
田
／
モ
デ
ル
ナ
社
併
用
、
高
齢
者
施
設
接

種
が
武
田
／
モ
デ
ル
ナ
社
の
ワ
ク
チ
ン
を
使
用
し

ま
す
。

ご
希
望
に
添
え
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を
受
け
る
に
は
　

　
ご
本
人
の
同
意
が
必
要
で
す
　
　
　

ワ
ク
チ
ン
接
種
は
町
民
の
皆
様
に
受
け
て
い
た

だ
く
よ
う
お
勧
め
し
て
い
ま
す
が
、
接
種
を
受
け

る
こ
と
は
強
制
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ワ
ク
チ
ン
接

種
に
よ
る
感
染
予
防
効
果
と
副
反
応
の
リ
ス
ク
の

双
方
に
つ
い
て
理
解
し
た
上
で
、
自
ら
の
意
思
で

接
種
を
受
け
て
い
た
だ
き
ま
す
。
受
け
る
方
の
同

意
な
く
、接
種
が
行
わ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
問
い
合
わ
せ
先
　

接
種
券
の
送
付
や
予
約
等
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

・ 

町
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
予
約
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　

 　
０
５
７
０
・
６
６
６
・
７
６
４

（
平
日
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
）

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
リ
ス
ク
や
副
反
応
に
係
る
相
談

等
、
医
学
的
知
見
が
必
要
と
な
る
専
門
的
な
お
問

い
合
わ
せ

・ 

秋
田
県
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
相
談
セ
ン
タ
ー

　
０
５
７
０
・
０
６
６
・
５
６
７

（
午
前
８
時
〜
午
後
５
時
）

・ 

厚
生
労
働
省
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　
8 
０
１
２
０
・
７
６
１
・
７
７
０

（
午
前
９
時
〜
午
後
９
時
、土
日
・
祝
日
も
実
施
）

※ 

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
有
効
性
・
安
全
性
な

ど
の
詳
し
い
情
報
に
つ
い
て
は
、
厚
生
労
働
省

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
首
相
官
邸
ワ
ク
チ
ン
特

設
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

３回目接種済証の右上に接種
日を記載しています。

◆首相官邸
　ワクチン
　特設ページ

◆厚生労働省
　ホームページ
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接
種
対
象
者

 

五
城
目
町
に
住
民
票
が
あ
り
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
ワ
ク
チ
ン
を
２
回
接
種
し
た
18
歳
以
上
の
方

国
の
接
種
間
隔
前
倒
し
の
方
針
に
よ
り
、
接
種

間
隔
が
変
更
と
な
り
ま
す
。

・ 

医
療
従
事
者
、
高
齢
者
施
設
等
の
入
所
者
と
従

事
者

　
２
回
目
接
種
日
か
ら
６
か
月
以
上
経
過
後

・ 

 65
歳
以
上
の
方

　
２
回
目
接
種
日
か
ら
７
か
月
以
上
経
過
後

　
※ 

３
月
以
降
は
６
か
月
以
上
経
過
後

・ 

 18
歳
〜
64
歳
の
方

　
２
回
目
接
種
日
か
ら
８
か
月
以
上
経
過
後

　
※ 

３
月
以
降
は
７
か
月
以
上
経
過
後

　
接
種
場
所
　

基
本
的
に
、
１
・
２
回
目
の
接
種
と
同
じ
場
所

で
接
種
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

・
集
団
接
種
会
場　
町
民
セ
ン
タ
ー

・ 

個
別
接
種
会
場　
千
葉
内
科
医
院

※ 

基
礎
疾
患
の
あ
る
方
は
、
町
外
の
か
か
り
つ
け

医
で
も
接
種
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

直
接
医
療
機
関
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※ 

１
・
２
回
目
の
接
種
と
同
じ
場
所
で
３
回
目
接

種
が
で
き
な
い
方
は
、
町
健
康
福
祉
課
（
☎
８

５
２
・
５
１
８
０
）
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
接
種
券
の
送
付
時
期
・
接
種
開
始
時
期
　

３
回
目
の
接
種
券
は
、
２
回
目
の
接
種
を
受
け

た
順
に
送
付
す
る
た
め
、
２
回
目
の
接
種
日
に

よ
っ
て
接
種
券
の
到
着
日
が
異
な
り
ま
す
。

２
回
目
の
接
種
日
に
応
じ
た
３
回
目
の
接
種
券

の
送
付
時
期
と
接
種
開
始
時
期
は
そ
れ
ぞ
れ
下
の

表
の
と
お
り
で
す
。

　
接
種
費
用
　

　
　
　
　
　
　
　
無
料

　
予
約
方
法
　

接
種
希
望
の
方
は
、
全
員
予
約
が
必
要
で
す
。

接
種
券
に
同
封
の
水
色
の
ち
ら
し
に
集
団
接
種
と

個
別
接
種
の
予
約
方
法
を
記
載
し
て
い
ま
す
。

１
・
２
回
目
の
接
種
と
同
じ
場
所
に
予
約
を
お
願

い
し
ま
す
。

集
団
接
種
の
対
象
者
に
つ
い
て
は
、
接
種
日
を

あ
ら
か
じ
め
指
定
し
て
い
ま
す
。
希
望
の
受
付
時

間
と
バ
ス
の
送
迎
の
有
無
に
つ
い
て
予
約
を
お
願

い
し
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
の
２
回
目
接
種
を
令
和
３
年
６
月
末
ま
で
に
終

え
た
方
に
は
、
１
月
12
日
に
接
種
券
を
お
送
り
し
ま
し
た
。

令
和
３
年
７
月
１
日
〜
７
月
31
日
ま
で
に
２
回
目
の
接
種
を
終
え
た
方
に
つ
い
て

は
、
２
月
上
旬
に
接
種
券
を
送
付
し
ま
す
。

２回目接種日 接種券送付 ３回目接種日
令和３年４月まで 送付済 １月以降

令和３年５月 送付済 千葉内科医院
 ２月１日～毎日実施（１・２回目を
千葉内科医院で接種した方を優先）

町民センター
 ２月19日㈯、21日㈪、22日㈫
　　23日㈬、24日㈭令和３年６月 送付済

令和３年７月 ２月２日㈬　予定

千葉内科医院
 毎日実施（１・２回目を千葉内科
医院で接種した方を優先）

町民センター
 ３月16日㈬、17日㈭、18日㈮
　　19日㈯、22日㈫
４月５日㈫、６日㈬、７日㈭
　　８日㈮、９日㈯、11日㈪
　　12日㈫、13日㈬

令和３年８月 ３月上旬 ４月下旬以降
令和３年９月 ４月中旬 ５月以降
令和３年10月 ５月中旬 ６月以降
令和３年11月以降 ６月中旬以降 ７月以降

五城目町に住民票があり２回目の接種を受けた方は、
２回目の接種日ごとに順次接種券の発送を行いますが、
次に該当する方は、追加接種（３回目）用接種券の発
行について申請が必要です。
▶申請対象　❶ 他市町村で２回目の接種を受けてから

五城目町に転入した方
　　　　　　❷ 接種券を紛失、破損等した場合
　　　　　　❸ 五城目町に住民票があり、海外で２回

目の接種をした方
　　　　　　❹ ２回目接種後８か月経過しているが、

接種券が届かない方
　　　　　　❺ 追加接種（３回目）券を予診のみで使

用した方
▶申請方法
・窓口申請：町役場１階　健康福祉課
・郵送申請：〒018-1792
　　　　　　五城目町西磯ノ目一丁目1-1

　　　　　　 五城目町役場　健康福祉課　コロナワク
チン接種券交付担当あて

▶必要書類
　❶ 申請書
　❷ 委任状（代理人申請の場合）
　※ ❶、❷は町ホームページからダウンロードできます。
　❸ 初回（１・2回目）接種済証または接種記録書の写し
　　※ 紛失等で持っていない方は、申請欄に記入して

ください。
　❹ 本人確認書類の写し（運転免許証、健康保険証、
マイナンバーカード）

　　※ 委任状を提出する場合は、代理人の本人確認書
類の写しも添付が必要です。

※ 即日発行は原則できませんので、必要な方は早めに
申請手続きをしてください。

▶お問い合わせ先　町健康福祉課（☎852・5180）

◆接種券送付時期と３回目接種日（今後変更となる場合があります）

他市町村で２回目の接種を受けた方などは
追加接種（３回目）に使用する接種券の発行申請が必要です
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12
月
23
日
、本
町
と
町
社
会
福
祉
協
議
会
が「
災

害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
設
置
・
運
営
等
に

関
す
る
協
定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
は
、
大
規
模
災

害
発
生
時
に
必
要
と
な
る
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

受
け
入
れ
の
調
整
を
行
う
拠
点
で
す
。
町
地
域
防

災
計
画
で
は
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を

町
社
会
福
祉
協
議
会
が
設
置
す
る
こ
と
と
定
め
、

こ
れ
ま
で
も
合
同
で
訓
練
を
実
施
し
て
き
ま
し
た

が
、
今
回
の
協
定
の
締
結
で
互
い
の
役
割
が
よ
り

明
確
に
な
り
、
平
常
時
か
ら
の
備
え
が
強
い
も
の

と
な
り
ま
し
た
。

１
月
６
日
、
町
役
場
で
「
町
交
通
指
導
隊
・
町

防
犯
指
導
隊
合
同
初
出
式
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
初
出
式
に
は
、
両
隊
か
ら
合
わ
せ
て
８
人
が
参

加
。
町
交
通
指
導
隊
隊
長
の
金
子
愛
子
さ
ん
が

「
地
域
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、
交
通
死
亡
事
故
が

起
き
な
い
よ
う
各
種
活
動
に
励
ん
で
い
く
」
と
、

町
防
犯
指
導
隊
隊
長
の
畠
山
弘
志
さ
ん
が
「
関
係

者
で
協
力
し
合
い
、
犯
罪
の
起
こ
り
に
く
い
地
域

づ
く
り
を
推
進
す
る
」
と
そ
れ
ぞ
れ
決
意
の
こ
と

ば
を
述
べ
、
気
持
ち
を
新
た
に
、
交
通
安
全
活
動

や
防
犯
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
を
誓
い
ま

し
た
。

町
社
会
福
祉
協
議
会
と
本
町
が

災
害
ボ
ラ
ン
ティ
ア
セ
ン
タ
ー
の
運
営
等
に
関
す
る
協
定
を
締
結

安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
へ
決
意
新
た
に

交
通
指
導
隊・防
犯
指
導
隊
合
同
初
出
式

行
政
相
談
委
員
の
鍋
谷
鶴
芳
さ
ん
が

総
務
大
臣
表
彰
を
受
賞

下
田
明
敏
さ
ん（
秋
田
市
在
住
）が

消
防
署
に
講
習
会
用
の
備
品
を
寄
贈

こ
の
ほ
ど
、行
政
相
談
委
員
の
鍋
谷
鶴
芳
さ
ん
（
69
歳・

築
地
町
）
が
総
務
大
臣
表
彰
を
受
賞
さ
れ
、
１
月
11
日
に

町
役
場
で
表
彰
式
を
行
い
ま
し
た
。

鍋
谷
さ
ん
は
、
行
政
相
談
委
員
業
務
に
20
年
以
上
従
事

さ
れ
て
お
り
、
自
宅
で
相
談
を
受

け
付
け
て
い
る
ほ
か
、
特
設
相
談

所
の
開
設
や
周
辺
町
村
の
委
員
と

共
に
行
政
相
談
委
員
制
度
の
普
及

活
動
に
努
め
る
な
ど
、
地
域
住
民

の
行
政
に
対
す
る
苦
情
の
受
け
付

け
や
そ
の
解
決
に
多
大
な
貢
献
を

さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
ど
、下
田
明
敏
さ
ん（
65
歳・秋
田
市
在
住
）が
、

五
城
目
消
防
署
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
や
ス
ク
リ
ー
ン
、
ス

ピ
ー
カ
ー
な
ど
の
備
品
を
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

下
田
さ
ん
は
、
五
城
目

消
防
署
が
実
施
す
る
、
町

内
小
中
学
生
を
対
象
と
し

た
応
急
手
当
普
及
啓
発
活

動
を
応
援
し
よ
う
と
い
う

思
い
か
ら
、
啓
発
活
動
を

は
じ
め
、
救
命
講
習
等
に

も
活
用
で
き
る
備
品
を
寄

贈
さ
れ
ま
し
た
。

協定書に署名を行った渡邉町長㊧と町社会
福祉協議会会長の佐藤満さん㊨。

渡邉町長㊧へ決意のことばを述べる町交通
指導隊隊長の金子さん㊨。
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かかりつけ医がいないなど、医療機関に
迷う場合は、右記の「あきた新型コロナ受
診相談センター」へご相談ください。紹介
された医療機関を受診する際は、必ず事前
に受診先へ電話してください。

従来よりも感染力が強いオミクロン株を含め新型コ
ロナウイルスの感染者数が全国的に急拡大しており、
秋田県でも１日の感染者数が150人を超え、感染警戒
レベルを「２」から「３」に引き上げたことから、感
染防止対策の徹底に努めるようお願いします。
●�まん延防止等重点措置区域との不要不急の往来は避
ける。
●�上記以外の地域との往来は訪問先等の感染状況を踏
まえて慎重に判断する。

●�従来と同様に手指の消毒、正しいマスクの着用、こ
まめな手洗い、うがい、三密の回避といった基本的
な対策を徹底する。
●�混雑した場所など感染リスクの高い場所を避ける。
●�不特定多数による飲食を伴う会食は控える。
●�咳、発熱、喉の痛み、体のだるさ、味覚、嗅覚の異
常を感じたときは、無理に外出せず速やかに「かか
りつけ医」に電話で相談する。

▶�あきた新型コロナ受診相談センター（コールセンター）の電話番号
　☎018・866・7050（24時間受付）
　☎018・895・9176（8：00〜17：00受付）
　　0570・011・567（8：00～17：00受付）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
長
期
化
に
よ

り
、
厳
し
い
状
況
に
あ
る
世
帯
の
生
活
・
暮
ら
し

を
支
援
す
る
た
め
、
住
民
税
非
課
税
世
帯
や
家
計

急
変
世
帯
を
対
象
に
10
万
円
を
給
付
す
る
「
生
活

支
援
臨
時
特
別
給
付
金
事
業
」
を
実
施
し
ま
す
。

▼
対
象
世
帯

❶
住
民
税
非
課
税
世
帯

令
和
３
年
12
月
10
日
現
在
で
五
城
目
町
住
民
基

本
台
帳
に
記
録
さ
れ
て
い
る
世
帯
の
う
ち
、
世
帯

員
全
員
の
令
和
３
年
度
分
の
住
民
税
が
非
課
税
で

あ
る
世
帯
（
既
に
通
知
を
発
送
済
み
）

❷
家
計
急
変
世
帯

❶
に
該
当
す
る
者
以
外
の
世
帯
の
う
ち
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
受
け
て
令
和

３
年
１
月
以
降
の
家
計
が
急
変
し
、
世
帯
員
全
員

の
そ
れ
ぞ
れ
の
１
年
間
の
（
給
与
収
入
、
事
業
収

入
、
不
動
産
収
入
、
年
金
収
入
の
経
常
的
な
）
収

入
見
込
額
が
住
民
税
の
非
課
税
と
な
る
水
準
に
相

当
す
る
額
以
下
で
あ
る
世
帯

※�

❶
、
❷
に
関
わ
ら
ず
、
住
民
税
が
課
税
さ
れ
て

い
る
者
の
扶
養
親
族
等
の
み
で
構
成
さ
れ
る
世

帯
を
除
く

▼
申
請
方
法

❶
住
民
税
非
課
税
世
帯

対
象
と
思
わ
れ
る
世
帯
に
送
付
し
て
い
る
確
認

書
等
に
、
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
関
係
資
料
を

添
付
し
返
信
用
封
筒
で
返
送

❷
家
計
急
変
世
帯

町
総
務
課
ま
た
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
請

書
を
取
得
し
、
記
入
の
う
え
関
係
資
料
を
添
付
し

町
総
務
課
へ
提
出

▼
給
付
額　
１
世
帯
当
た
り
10
万
円

▼
申
請
期
限 

❶
住
民
税
非
課
税
世
帯

　
通
知
を
発
送
し
た
日
か
ら
３
か
月
経
っ
た
日

❷
家
計
急
変
世
帯

　
令
和
４
年
９
月
30
日

▪問　
町
総
務
課
（
☎
８
５
２
・
５
３
３
２
）

臨
時
議
会
で

一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
が
可
決

12
月
27
日
、
令
和
３
年
第
６
回
町
議
会
臨
時
会

が
開
催
さ
れ
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
事
業
に
関
す
る
「
令
和
３
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
」
が
可
決
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

▼
令
和
３
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と
し
て
実

施
す
る
５
つ
の
事
業
に
、
合
わ
せ
て
２
億
１
、９

３
７
万
円
の
増
額
補
正
。
補
正
後
の
累
計
額
は
65

億
８
、９
６
６
万
円
で
す
。

▼�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
事
業
一
覧

⃝

子
育
て
世
帯
臨
時
特
別
給
付
金
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　

･･･････

８
、４
８
０
万
円

⃝

あ
っ
た
か
生
活
応
援
事
業･･･

２
、１
２
２
万
円

⃝

臨
時
福
祉
灯
油
等
助
成
金
支
給
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　

･･････････

８
１
９
万
円

⃝

生
活
支
援
臨
時
特
別
給
付
金
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　

･･･

１
億
６
、３
１
０
万
円

⃝

稲
作
経
営
安
定
支
援
事
業･･･

２
、６
３
７
万
円



若者の元気は町の元気！
部活動などをがんばる
高校生や大学生を紹介します!
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I  hope  you  a l l  had  a  wonder fu l  
New Year.
This  year  I  saw in the New Year 
in Oga at  Dairyuj i  Temple with a 
few f r iends where  we were  able 
t o  r i n g  t h e  b e l l .  T h i s  w a s 
definitely a unique experience for 
me as back in Austral ia we would 
normal ly  watch a  countdown on 
T V  o r  a  f i r e w o r k s  d i s p l a y  w i t h 
f r iends and fami ly  whi le  wishing 
ea ch  o the r  a  Happ y  Ne w  Y ea r . 
Take care and unti l  next t ime.

みなさんは楽しいお正月を過ごせたで
しょうか。
私は、友人たちと一緒に男鹿市の大龍

寺へ行き、みんなで鐘を鳴らしてきました。

オーストラリアでは、いつもテレビでカ
ウントダウンの番組を見たり、友人や家族
と花火をしながら新年を祝っていたので、
今回は少し変わった体験をすることができ
ました。
みなさん、健康にお身をつけてお過ごし

ください。ではまた来月お会いしましょう。

新年のお参り

Kelly Joan Morgon
ケリー・ジョアン・モルゴン
2020年12月に町の英語指導
助手（ALT）に着任しました。
出身地は、オーストラリアのノー
ザンテリトリー州のハンプティー
ドゥーという町です。
得意なスポーツはネットボール!
よろしくお願いします(≧∀≦*)

巧みな試合運びで
目指すは全国大会優勝
秋田工業高等専門学校柔道部の主
将を務める小林さん。高専生の日本
一を決める昨年11月の「全国高専
柔道大会」では、個人戦81㎏級で
準優勝に輝いたほか、同９月の
「JOC ジュニアオリンピックカッ
プ」では秋田県代表の控え選手とし
て選出されるなど、リーダーシップ
と実力で部をけん引します。
その小林さんの強さを支えるのは
落ち着いた試合運びで、　「例えば、
相手が自分より格上で投げることが
できないと感じたら無理して投げに
行かず、ひたすら技を繰り返して相
手が疲れるのを待つ。そして、延長
戦に入って相手が苦しくなったとこ
ろを最後の最後に投げ技で仕留め

る」と話すように、どの試合でも冷
静に戦況を見極め、勝つための最善
策を考えながら実行します。その点
こそが強みであり「自分の柔道」と
自信を持ちます。
一方で、「相手との相性だったり、
運があったりと勝つのが本当に難し
い」と話しながらも、「だからこそ、
自分の柔道をできた時がとても爽快
な気分になる」と、対人競技である
柔道の難しさや厳しさの中に魅力を
感じています。
その「自分の柔道」をどの試合で
も発揮するため、日々の練習では柔
道で大切な「心・技・体」を意識し、
課題点や強化点を自身で考えなが
ら、筋力トレーニングや技の反復練
習などに励みます。
小林さんは、「今年は最終学年を

迎えるので、準優勝で終わった全国
大会の個人戦で優勝し、リベンジを
果たしたいという思いが強い反面、
今は自分の柔道に迷いがある。だか
らこそ１から見つめ直せるチャンスと
捉え、筋力を向上させるための体づ
くりや技の反復を徹底し、もう一度
『誰にも負けない』という心を取り戻
す」と、さらなるレベルアップや、最
後の１年へ懸ける思いを話しました。

小林　□さん（19歳・広ケ野）
秋田工業高等専門学校４年、柔道部所属・同部主将。昨年11月に行われた「全国高専柔
道大会」では、男子個人戦81㎏級で準優勝に輝く。トランペット演奏が趣味。
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お
店
で
買
い
物
を
す
る
と
、
食

品
は
８
パ
ー
セ
ン
ト
、
そ
れ
以
外
は

10
パ
ー
セ
ン
ト
が
消
費
税
と
し
て
商

品
に
加
算
さ
れ
た
金
額
を
支
払
い
ま

す
。
自
動
車
を
持
っ
て
い
れ
ば
自
動

車
税
、
会
社
か
ら
給
料
を
も
ら
っ
て

い
れ
ば
所
得
税
な
ど
日
本
に
は
た
く

さ
ん
の
種
類
の
税
金
が
あ
り
ま
す
。

も
し
、
税
金
が
な
か
っ
た
ら
私
た

ち
の
生
活
は
ど
う
な
る
の
で
し
ょ
う

か
。
税
金
を
支
払
わ
な
か
っ
た
分
、

生
活
が
豊
か
に
な
る
で
し
ょ
う
か
。

そ
も
そ
も
税
金
は
ど
の
よ
う
に
、
ど

ん
な
こ
と
に
使
わ
れ
て
い
る
の
で

し
ょ
う
か
。
そ
こ
で
、
身
近
に
使
わ

れ
て
い
る
税
金
に
つ
い
て
調
べ
て
み

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

い
ろ
い
ろ
調
べ
て
み
る
と
、
私
た

ち
が
受
け
て
い
る
教
育
に
も
税
金
が

使
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し

た
。
学
校
の
建
設
や
義
務
教
育
に
必

要
な
物
（
机
や
椅
子
、
黒
板
、
パ
ソ

コ
ン
、
実
験
道
具
な
ど
）、
安
心
し

て
学
べ
る
環
境
を
整
え
る
た
め
に
使

わ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
う
し
て
私
た

ち
が
毎
日
の
勉
学
に
励
む
こ
と
が
で

き
る
の
も
税
金
の
お
か
げ
だ
と
い
う

こ
と
を
感
じ
ま
し
た
。

次
に
医
療
費
で
す
。
私
が
住
ん
で

い
る
五
城
目
町
で
は
高
校
生
ま
で
医

療
費
が
無
料
に
な
る
福
祉
医
療
制
度

が
あ
り
ま
す
。
私
は
ア
レ
ル
ギ
ー
が

あ
り
、
病
院
に
通
っ
て
い
る
の
で
診

察
料
や
薬
代
を
負
担
し
て
く
れ
る
の

は
と
て
も
助
か
り
ま
す
。
具
合
が
悪

い
時
も
我
慢
せ
ず
に
病
院
に
行
く
こ

と
が
で
き
る
の
は
と
て
も
い
い
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
日
常
生
活
に
欠
か
せ
な

い
道
路
や
橋
な
ど
を
整
備
し
、
生
活

を
豊
か
に
し
て
い
ま
す
。
道
路
や
橋

な
ど
は
た
く
さ
ん
の
車
の
往
来
に
よ

り
、
日
に
日
に
傷
ん
で
き
ま
す
。
税

金
が
な
け
れ
ば
、
修
理
さ
れ
ず
に
壊

れ
た
ま
ま
放
置
さ
れ
て
し
ま
う
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。秋
田
県
は
雪
国
で
す
。

冬
期
間
は
道
路
の
除
雪
作
業
も
必
要

に
な
り
ま
す
。
雪
が
道
路
に
積
も
っ

た
ま
ま
に
な
っ
て
し
ま
う
と
、
車
は

立
ち
往
生
し
て
し
ま
い
ま
す
。
安
全

な
走
行
が
出
来
な
け
れ
ば
、
道
路
は

大
渋
滞
に
な
っ
て
し
ま
う
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

警
察
や
消
防
、
ご
み
処
理
費
用
に

も
税
金
が
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
も
分

か
り
ま
し
た
。
私
た
ち
が
い
つ
も
安

心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
、
犯
罪
の
防
止
や
交
通
安
全
、
火

災
や
災
害
、
救
急
車
の
出
動
な
ど
の

活
動
に
も
使
わ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、

家
や
会
社
な
ど
か
ら
で
る
ご
み
は
適

切
に
処
理
を
続
け
な
け
れ
ば
、
町
は

汚
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
ご
み
の
回
収

や
処
理
に
も
た
く
さ
ん
の
税
金
が
使

わ
れ
て
い
ま
す
。

税
金
は
私
た
ち
の
身
近
に
た
く
さ

ん
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま

し
た
。
税
金
が
な
け
れ
ば
安
心
で
安

全
な
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。
税
金
が
普
段
何
気
な
い
私
た
ち

の
生
活
を
支
え
て
く
れ
て
い
た
こ
と

に
驚
き
ま
し
た
。税
金
の
使
わ
れ
方
、

税
金
の
必
要
さ
や
大
切
さ
を
み
ん
な

が
よ
く
考
え
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
し

た
。

今
月
号
で
は
、「
令
和
３
年
度
中
学
生
の

税
に
つ
い
て
の
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
」
で
五
城

目
町
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
会
長
賞
を
受
賞

し
た
畠
山
凌り

ょ
う
た
ろ
う

太
朗
さ
ん
（
五
城
目
第
一
中
学

校
３
年
）
の
作
品
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

私
た
ち
の
生
活
と
税
金

五
城
目
町
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会

会
長
賞
受
賞
作
品

五城目第一中学校３年
畠山凌

りょうたろう

太朗さん（築地町）

１月21日、この春受験に挑む３年生を激励しようと、
五城目第一中学校で「合格祈願の会」が行われました。
会では、参加した地域の方々や企業がそれぞれ合格祈願

の品を用意。伊藤萬治郎さん（85歳・新畑町）はせんべ
いと鉢巻きを、八木下真全さん（53歳・築地町）は２種
類のお守り、㈱あったか五城目は鉛筆をそれぞれ生徒に贈
りました。
３年生は、皆さんからの激励に応え、全員が一丸となっ

て受験に挑むことを誓いました。

地域の方々や企業が受験生を応援!
五城目一中で合格祈願の会

合格を祈願し、地域の方々が応援の品を生徒へ手渡しま
した。

昨年11月の「全国高専柔道大会」での試
合に臨む小林さん㊨。磨き上げた自身の
柔道で、堂々の準優勝を果たしました。

友人たちと男鹿市の大龍
寺で新年を迎えました。



（敬称略）

第13回県新春書初め大会

　 ▼特　選　草皆　菜桜（五城目小３年）
　　　　　　金野　結芽（五城目小３年）
　　　　　　阿部紗理菜（五城目小５年）
　　　　　　高橋　千遥（五城目小５年）

　 ▼秀　作　金野　　零（五城目小１年）
　　　　　　舘岡　萌花（五城目小１年）
　　　　　　吉田　愛桜（五城目小３年）
　　　　　　高橋　胡春（五城目一中２年）
　　　　　　舘岡　莉子（五城目一中２年）

ブルグミュラーコンクール　2021動画地区大会（ピアノ）

　 ▼優秀賞　石井　奏多（五城目小１年）

第６回福祉作文コンクール
❖小学校の部

　 ▼最優秀賞　宮川　華宝（五城目小４年）

第26回全県小学生バドミントン選手権
❖女子６年生ダブルス

　 ▼優　勝　黒田　珠花
（五城目小６年・八郎潟レイクジュニア所属）

潟上市新春中学生ソフトテニス大会

　 ▼優　勝　五城目第一中学校ソフトテニス部
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お問い合わせ　町教育委員会生涯学習課（☎852・4411）

●新着図書の紹介
◆チャレンジミッケ！　11／ウォルター・ウィック著
◆おすしがすきすぎて／サトシン著
◆旅する54字の物語／氏田雄介著
◆ザリガニの鳴くところ／ディーリア・オーエンズ著
◆どのみちぺっこり／飯尾和樹著
◆100万回死んだねこ　覚え違いタイトル集

／福井県立図書館著

◆きほんのスポーツ栄養食／大前恵著

●「わーくる」の開室時間

▼平　　日　午前11時～午後７時

▼土日祝日　午前９時～午後５時

▼休 室 日　毎週火曜日、毎月第３木曜日
※祝日と重なった場合は、翌日が休みとなります。

オイルヒーターを導入しました。

子どもが産まれました
　突然ですが、そしてとっても私事で
すが、１月６日に出産をいたしました。
女の子です。名前は、槻

つき

と言います。
「槻

つき

」はみんなが知ってる「ケヤキ」の
木の旧名です。ケヤキは昔から人々に
愛されてきた強くしなやかな木。季節
の移ろいとともに表情をかえる美しい木。去年から取
り組んできたツリーハウスのホストツリーはケヤキで
す。小さな原っぱに立つケヤキ。その周りに沢山の笑
顔が集まってきます。そんなケヤキのように、大きく
真っ直ぐに健やかに育ってほしいと願っています。
　特にご近所のみなさまをはじめ、妊娠期からたくさ
ん声をかけて気遣ってくださった方々、本当にあり
がとうございます。直接ご報告が出来ていない方、申
し訳ありません。出産後もおかずを持ってきてくれた
り、ベビーグッズをプレゼントしてもらったり、たく
さん助けられています。これからも、図々しく町の
方々に頼りまくる親子でいきたいと思います（笑）１
か月を超えたら、少しずつ皆さまにも会いに行きたい
と思っていますので、よろしくお願いいたします。
　協力隊の任期としては３月末までを予定していま
すが（もちろんそのあとも町にいます）、１・２月は
まずは子育てに専念させていただきたいと思っていま
す。こちらのコーナーもちょっと縮小させてくださ
い。町で会った際にはお声掛けくださいね＾＾五城目
に、貴重な人口を増やしました！（笑）
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知
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横
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１月16日、下タ町醸し室
HIKOBEで本年度２回目とな
る「関係人口」オンラインミー
ティングを開催しました。
当日は、町内４団体の活動
紹介を行いながら、関東や関
西などからの参加者26人と
オンラインによる交流を行い
ました。参加者からは、「町や地域活動団体が取り組む
活動を応援したい」、「町を訪れて活動に参加したい」
というメッセージをたくさんいただきました。
４団体の活動の様子は町出身者や五城目町を応援し
てくれる方々へ向けた専用コミュニティＷＥＢサイト
「五城目Ｈ

ハブ

ＵＢ（https://gojomehub.jp）」でも紹介して
おります。ぜひご覧ください。
【参加団体（活動紹介の内容）】
● 内川地区町内会長会（地域における冬期イルミネー
ション実施）
● もっと森山をもりあげ隊（森山登山道の整備活動）
● c

かふぇ

afe c
ちょっと

hottoちゃっこ（カフェ運営を通じたコミュニ
ティづくり）
● Ｇ

じーびー

Ｂ馬場目（首都圏への山菜等の出荷）

移住・就職相談窓口を東京と秋田に設置しています。県外にお住まいのご家族や知人で、秋田への移住や秋田
での就職を考えている方に、以下の窓口をお勧めください。

▶学生就活サポート・Ａターン就職相談窓口「Ａターンプラザ秋田」
　ところ：都道府県会館７階　県東京事務所内（東京メトロ永田町駅すぐ）
　連絡先：80120・122・255（月～金）9：00～17：45

「あきた学生就活サポートデスク」で県内就職を応援しています!
秋田での就職を考える全国の学生や保護者の方々に対応する相談窓口「あきた学生就活サポートデ
スク」を設置しています。上記連絡先のほか、メールやオンライン相談も実施しています。
メールやオンラインの相談申込はこちら：https://kocchake.com/pages/p5563

▶移住・就職相談窓口　「あきたで暮らそう！Ａターンサポートセンター」
　ところ：東京交通会館８階　ふるさと回帰支援センター内（ＪＲ有楽町駅前）
　連絡先：☎080・9292・5195（火～日）11：15～18：00
　※ 新型コロナウイルス感染症の影響により、対面相談を希望される場合は、事前予約が必要となりま
す。最新情報は「移住・定住ポータブルサイト」をご覧ください。

▶Ａターン就職登録・相談窓口「秋田県ふるさと定住機構」
　ところ：秋田テルサ３階（秋田市御所野）
　連絡先：☎018・826・1731（月～金） ９：00～17：00



◉感染リスク軽減のために
　ご自宅からe

イータックス
-Taxをご利用ください

⃝�新型コロナウイルス感染症の感染リスクを軽減するた
め、ご自宅から申告できるe-Taxをぜひご利用くださ
い。
⃝�申告のご相談は、ご自宅からお電話やチャットボットで
も可能です。e-Taxで分からないことがある場合につい
てもお電話でお尋ねいただけますので、ぜひご活用くだ
さい。
⃝�e-Taxの事前準備や申告書の作成手順は、「動
画で見る確定申告」でもご案内しています。

国税庁HP（確定申告特集ページ）は　
右の二次元コードから➡

◉会場内の混雑緩和（三密回避）のために
　申告書作成会場への入場には「入場整理券」が必要です
⃝�申告書作成会場は秋田県労働会館「フォーラムアキタ」
です。
⃝�開設期間　�２月16日㈬～３月15日㈫の平日と、
　　　　　　２月20日㈰、２月27日㈰
　　　　　　※�２月20日㈰、２月27日㈰以外の土日祝日

は開設しません。
⃝�開設時間　午前９時～午後４時

⃝�会場内の混雑緩和のため、申告書作成会場への入場に
は、入場できる時間枠が指定された「入場整理券」が必
要です。
≪入場整理券の配付方法≫
❶�L

ライン
INEで入場整理券を事前発行します

❷�会場で当日配付します
⃝�入場整理券の配付状況に応じて、後日の来場をお願いす
る場合があります。
⃝�当日の配付状況は、国税庁ホームぺージか
ら確認できます（２月16日掲載開始予定）

国税庁LINE公式アカウントは　
右の二次元コードから➡

◉感染リスク軽減のために
　非対面で納付ができる振替納税をご利用ください
　令和３年１月から口座振替はオンラインでも申請できる
ようになりました。
⃝�口座振替日　所得税：４月21日㈭　
　　　　　　（延納分）５月31日㈫
　　　　　　　消費税：４月26日㈫
　その他のキャッシュレス納付（ダイレクト納付、インター
ネットバンキング、クレジットカード）も便
利です。
国税庁HP（振替納税手続について）は　

右の二次元コードから➡

お問い合わせ　秋田北税務署（☎845・1161）

令和４年１月１日現在で本町に住所があり、次に該当
する方。
▪�不動産・営業・農業・一時・雑所得・譲渡所得等があ
り、所得税に係る確定申告を提出していない方
▪給与所得者で、２か所以上から給与を得ている方
▪�事業所からの給与支払報告書が町に提出されていない
方
▪�令和３年中に中途就または退職し、所得税の年末調整

をしていない方
▪各種控除を受ける方（年末調整済みの方を含む）
▪�生命保険の満期返戻金収入や死亡保険金等の収入が
あった方
※�令和３年１月～令和３年12月の間に収入がなかった
場合も、町では収入の有無を把握できないため、申告
が必要となります。

⃝�検温、マスクの着用、手の消毒にご協力ください。
⃝�会場が混雑する場合などは、後日の来場をお願いする
ことがあります。
１人への対応時間の短縮にご協力ください
⃝�所得状況の説明のできる方が申告してください。

確定申告は自宅から行えます
⃝�スマートフォンやパソコンから電子申告ができます。
※�医療費や寄附金の還付にはスマートフォンからの申告
をお勧めします。

❶�個人番号が分かる書類（マイナンバーカードや通知
カード）と本人確認ができる書類（運転免許証や保険
証など）
❷印鑑
❸還付金の振込先情報が分かるもの
❹所得計算に必要な書類
　▪�給与、年金等の源泉徴収票や給与支払証明書
　※�営業・農業所得のある方は、「収支内訳書」に収入
と経費を事前にまとめたうえでお越しください。ま
た、収入や経費が分かる帳簿類や、営業所得計算書
なども持参してください。

❺各種控除に必要な書類
　▪�各種保険の保険料控除支払証明書（社会保険、生命
保険、地震保険等）

　▪寄附金の採納証明書または領収書、受領証など
▪�配偶者控除や扶養控除を受ける方は配偶者や被扶養
者の収入金額が分かる書類
▪�障害者控除を受ける方は障害者手帳、障害者控除対
象者認定書（町健康福祉課で発行）
▪�住宅借入金特別控除を受ける方は住宅に係る登記事
項証明書、契約書、借入金残高証明書、住まい給付
金等の補助金関係書類

　※�消費税の申告は税務署でお願いします。また、土地
や建物の売却、株式等の譲渡所得など、内容によっ
ては税務署での申告をお願いすることがあります。

　※�後期高齢者医療保険料と介護保険料の納付確認書は
町健康福祉課、国民健康保険税の納付確認書は町税
務課で発行します。
▪�医療費控除を受ける方は、「医療費控除の明細書」
の提出が必要となります。「人ごと、医療機関ご
と、薬局ごと」に医療費控除の明細書を事前にまと
めてからお越しください。
※�「医療費控除の明細書」の様式は、１月号の広報
に併せて全戸配付しております。
※�領収書原本による申告はできませんのでご注意く
ださい。

▶�税務署から、申告書に代えて「確定申告のお知ら
せ」のハガキが送付されます。確定申告書の作成に
必要な情報が記載されていますので、申告相談の
際は必ず持参してください。

▶�３月６日㈰は申告相談を行います。当日の出入り口
は役場正面玄関で、受付時間は通常どおりです。

令和３年分所得税と令和４年度町県民税の申告相談を、２月７日㈪から町役場で実施します。

▶期　　間　２月７日㈪〜３月15日㈫
▶会　　場　町役場４階　大会議室
▶受付時間　午前８時30分〜午後３時
▶�相談時間　午前９時〜正午、午後１時〜午後３時30分

申告相談は昨年
と同様に町役場
で実施します。
マスクの着用な
どにご協力をお
願いします。

お問い合わせ
町税務課（☎852・5144）
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地区 月　日 町　内　名

五城目

２月 7日㈪ 広ケ野、希望ケ丘、今町、御蔵町
小池町、川原町、新町、一番町

２月 8日㈫ 田町、古川町、長町
２月 9日㈬ 紀久栄町、新畑町、矢場崎、ななくら
２月10日㈭ 米沢町、畑町、仲町

馬場目
２月14日㈪ 帝釈寺、町村、門前、蓬内台
２月15日㈫ 小野台、平ノ下、寺庭、中村
２月16日㈬ 水沢、恋地、坊井地、杉沢、合地

富津内
・
内　川

２月17日㈭ 下山内、上山内
２月18日㈮ 富田、黒土（１・２区）、小倉、八田
２月21日㈪ 台・御蔵下、脇乙、落合、高千、北北口

五城目
・
馬　川

２月22日㈫ 築地町、昭辰町、雀舘
２月24日㈭ 舘町、中川原、下高崎、久保

地区 月　日 町　内　名
五城目
　・　
馬　川

２月25日㈮ 高崎、上高崎、舘越
２月28日㈪ 岩野、樋口、上田町、新里町
３月 1日㈫ 岩城町、東磯ノ目、西磯ノ目

森　山
３月 2日㈬ 岡本一区・岡本二区
３月 4日㈮ 野田、浦横町

日曜相談 ３月 6日㈰ 全町

内　川
３月 7日㈪ 湯ノ又(１～４区)、小川口
３月 8日㈫ 浅見内(１～６区)

大　川

３月 9日㈬ 大川１～３組
３月10日㈭ 大川４～７組
３月11日㈮ 石崎、谷地中、曙町
３月14日㈪ 下樋口、西野

予備日 ３月15日㈫ 予備日とします（※）

※３月15日㈫の相談時間は午前９時〜正午、受付時間は午前８時30分〜午前11時です。
※予備日は混雑が予想されますので、早めの申告相談をお願いします。
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お問い合わせ　町健康福祉課（☎852・5180）
お問い合わせ　もりやまこども園内

こどもの木（☎852・3805）
 kodomonoki@kids-moriyama.or.jp

男性を対象とした運動教
室です。体力の維持・向上
を目指しましょう。

▼対 象 者　�高齢者（男性）

▼日　　程　２月16日㈬
　　　　　　午前10時30分～午前11時30分

▼場　　所　五城館　１階多目的ホール

▼講　　師　�ADL高齢者体操上級公認指導者
　　　　　　柴田　栄宜さん

▼内　　容　�ストレッチ、筋力トレーニング、有酸素
運動等

▼持 ち 物　�飲み物、タオル、運動しやすい靴、介護
予防手帳（65歳以上でお持ちでない方へ
は交付します）

▼申し込み　２月15日㈫まで
※マスクを着用し、運動しやすい服装でお越しください。

ストレッチや転倒予防に
役立つバランス運動を中心
にした教室です。

▼対 象 者　高齢者

▼日　　時　２月17日㈭
　　　　　　午前10時30分～午前11時30分

▼場　　所　五城館　１階多目的ホール

▼講　　師　�㈶日本スポーツ協会認定スポーツリーダー
　　　　　　小山田聖子さん

▼内　　容　ストレッチ

▼持 ち 物　��飲み物、タオル、運動しやすい靴、介護
予防手帳（65歳以上でお持ちでない方へ
は交付します）

▼申し込み　２月16日㈬まで
※マスクを着用し、運動しやすい服装でお越しください。

ストレッチや体操で今の
体力の維持・向上を目指し
ましょう。

▼対 象 者　�運動に支障のない高齢者▲

日　　時　２月２日㈬、３月２日㈬
　　　　　　午前10時30分～午前11時30分▲

場　　所　�五城館　１階多目的ホール▲

講　　師　健康運動実践指導者　齊藤　明裕さん

▼内　　容　�ストレッチ、有酸素運動等▲

持 ち 物　��飲み物、タオル、運動しやすい靴、介護
予防手帳（65歳以上でお持ちでない方へ
は交付します）▲

申し込み　各実施日の前日まで
※マスクを着用し、運動しやすい服装でお越しください。

椅子上で行うことができ
る軽い運動を中心にした教
室です。

▼対 象 者　高齢者

▼日　　時　２月25日㈮
　　　　　　午後１時30分～午後２時30分▲

場　　所　�五城館　１階多目的ホール

▼講　　師　�健康運動指導士　星　良子さん

▼内　　容　ストレッチ、軽い筋力トレーニング等
▼持 ち 物　�飲み物、タオル、運動しやすい内靴、介

護予防手帳（65歳以上でお持ちでない方
へは交付します）

▼申し込み　２月24日㈭まで
※マスクを着用し、運動しやすい服装でお越しください。

いずれも、五城目町はつらつポイント事業の対象です
お申し込み・お問い合わせ　町地域包括支援センター（☎855・1070）

２月のわんパーク＆シャイニングMom
（いずれも午前10時開始）

わんパーク

▼２月 1日㈫　豆まき会をしよう

▼２月22日㈫　ひな飾りを作ろう＆誕生会

保護者単独企画　シャイニングMom

▼２月16日㈬　ミニコサージュ作り
講　師：ohana 齊藤澄子さん
材料費：500円

※�いずれも、事前予約をお願いします。
※�こどもの木は当面の間、町民限定の利用となってい
ます。ご不便をおかけしますが、ご理解とご協力を
お願いします。
※�状況により、行事内容が変更になることがありま
す。予めご了承ください。

♦90歳を迎えられた方（１月20日現在）	 12月23日　⃞⃞　⃞⃞さん（大　　川）
　12月29日　⃞⃞⃞⃞⃞さん（野　　田）	 12月30日　⃞⃞　⃞⃞さん（畑　　町）
　 1月 2日　⃞⃞　⃞⃞さん（岩　　野）	 1月 ７日　⃞⃞　⃞⃞さん（杉　　沢）
　 1月10日　⃞⃞　　⃞さん（蓬　内　台） 1月19日　⃞⃞　⃞⃞さん（蓬　内　台）

■ 健 診 ■
17日㈭　１歳６か月児健康診査
　対象　　令和２年７月〜８月生まれ
　受付　　12時45分〜13時15分	 　場所　　役場１階保健室

17日㈭　２歳児歯科健康診査
　対象　　令和元年６月16日〜８月生まれ
　受付　　12時50分〜13時20分	 　場所　　役場１階保健室

28日㈪　乳児健康診査
　対象　　令和３年４月、７月、10月生まれ
　受付　　12時45分〜13時15分	 　場所　　役場１階保健室

■ そ の 他 ■
1日㈫・15日㈫　母子健康手帳・子育て支援クーポン券の交付
　受付　　９時〜15時	 　場所　　健康福祉課
※�指定日以外で交付を希望される方は、事前にご連絡ください。
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MR（麻しん・風しん）第2期
▶対象者　 平成27年４月２日～平成28年４月１

日生まれの方（今年４月に小学校に入
学するお子さん）

▶料　金　無料

２種混合（ジフテリア・破傷風）
▶対象者　 平成21年４月２日～平成22年４月１

日生まれの方（小学６年生）
▶料　金　無料（13歳の前日まで）

高齢者用肺炎球菌
▶対象者　 昨年４月に通知をしています。（通知

が届いた方であっても、今までこのワ
クチンを接種したことがある方は助成
対象外です。）

▶助成額　 3,000円（自己負担額は医療機関の定
める接種料金から3,000円を差し引い
た額です。医療機関でお支払いくださ
い。）

※ 接種期限を過ぎると助成対象外となります。未
接種の場合は医療機関に予約をして、早めに接
種するようにしましょう。

※ インフルエンザ予防接種の接種期限は２月28
日㈪です。

　令和４年４月から、以下の町税・保険料・水道料な
どについて、スマートフォン決済による納付をスター
トします。
▶スマートフォン決済で納付できるもの
　町県民税※、固定資産税、軽自動車税（種別割）、国
民健康保険税※、後期高齢者医療保険料※、介護保険料※、
上下水道料、下水道受益者負担金、町営住宅使用料
※印は、いずれも普通徴収のもの
▶利用できるスマートフォンアプリ
　PayPay（PayPay請求書払い）、LINE Pay（LINE Pay
請求書払い）
▶納付方法
　各納付書に印字されているバーコードを、スマート
フォンアプリで読み取りしてください。
▶利用上の注意など
　● 一部、スマートフォン決済で納付できない場合が
あります。詳細は町HPで確認ください。

　● 納付には専用のアプリ（PayPay、LINE Pay）が
必要です。詳細は各HPで確認ください。

　● 領収書は発行されません。領収書が必要な場合は、
窓口納付またはコンビニ納付をご利用ください。

お問い合わせ　
町健康福祉課（☎852・5180）

お問い合わせ　町税務課（☎852・5144）
　　　　　町健康福祉課（☎852・5107）
　　　　　　　町建設課（☎852・5133）
　　　　　　　町建設課（☎852・5252）

□□　□□くん
（樋　口）

□□　□□ちゃん
（帝釈寺）

□□　□□ちゃん
（広ケ野）

□□　□□くん
（雀　舘）

□□□□□くん
（新畑町）

□□　□□くん
（東磯ノ目）

▶12月23日健診
『三つ子の魂百まで・・・』といわれますが、３歳は
心身の発達上、節目となり極めて重要です。
この時期に乳歯の歯列はほぼ完成するので、家族み

んなで協力しあい、正しい歯の健康維持について基本
を身につけましょう。

町では、行政運営の一層の透明性を図り、町民に開かれた「誇
りと信頼のあるまちづくり」を進めるために、町長交際費の支
出状況を公開します。
❖交際費の支出状況（12月）
分　類 件数 内　　　　　　容 支 出 額

会　費 2件 町酒米研究会総会、富津内地区町
内会長会との懇談会 7,000円

その他 4件

町消防幹部意見交換会、町防犯協
会・町防犯指導隊合同慰労会、書
籍代、農業委員会収穫感謝祭並び
に忘年会寸志

30,650円

合 計 6件 37,650円
令和３年４月～令和３年12月の合計 100,148円

　

町では、公共交通のあるべき姿やより良い地域公共交
通網の構築へ向けた基本計画として「五城目町地域公共
交通計画」の策定に取り組んでいます。
このたび、計画案を取りまとめましたので、皆様から
のご意見を募集します。
▶閲覧場所　 町役場３階　まちづくり課前、町ホーム

ページ
▶閲覧期間　２月14日㈪～３月４日㈮
　　　　　　※ まちづくり課前は午前８時30分～午後

５時15分（平日のみ）
※ 閲覧期間中、住民・利害関係者は備え付けの様式で意
見書を提出できます。提出された意見書は、町地域公
共交通協議会での検討資料となります。

2／３月補正予算町長・副町長査定（町役場・７日まで）
3／ 市町村会館管理組合議会定例会（秋田市）、町村
電算システム共同事業組合管理者会（秋田市）、
秋田県町村会創立100周年記念式典（秋田市）

4／ 市町村振興協会理事会（秋田市）
8／ 秋田県国民健康保険団体連合会理事会（秋田

市）、市町村総合事務組合議会定例会（秋田市）
10／ 町村電算システム共同事業組合定例会（秋田市）、

町村会理事会（秋田市）、生協支部災害共済委員
会（秋田市）

17／ 秋田県後期高齢者広域連合全員協議会・本会
議（秋田市）

21／ 市町村職員共済組合福祉事業部会（秋田市）
22／ 秋田県国民健康保険団体連合会令和３年度国

保事業功労者表彰式、通常総会、理事会（秋田市）
28／市町村職員共済組合組合会（秋田市）

わたくしたちは郷土を愛し五城目町民であること
に誇りをもち、歴史と伝統をうけつぎ創造性ゆた
かな町をつくる願いをこめてこの憲章を定めます。

1、自然と親しみ美しい町をつくります
1、たがいに助けあい思いやりのある町をつくります
1、教育を進め文化の香り高い町をつくります
1、元気で働き活力に満ちた町をつくります
1、きまりを守り明るい町をつくります

町では、町政の最上位
計画として、町の将来像
や基本的な行政の取り組
みを定める「五城目町総
合発展計画」の策定に取
り組んでいます。10年間
（令和４年度～令和13年
度）の長期計画であり、
まちづくりの指針となる
ものです。
このたび、計画案を取りまとめましたので、皆様から
のご意見を募集します。
▶閲覧場所　 町役場３階　まちづくり課前、町ホーム

ページ
▶閲覧期間　２月１日㈫～２月18日㈮
　　　　　　※ まちづくり課前は午前８時30分～午後

５時15分（平日のみ）
※ 閲覧期間中、住民・利害関係者は備え付けの様式で意
見書を提出できます。提出された意見書は、町総合発
展計画策定審議会での検討資料となります。

お問い合わせ　町まちづくり課（☎852・5361、☎852・5342）



❶校務員･･････････････････････････････････････２人

▼業務内容　 町立学校施設及び敷地の維持業務等（刈払
機による草刈りなど）

▼任用期間　 ４月１日～３月31日（夏休み等の長期休
業期間は業務の実情に応じ休暇とする）

▼勤務時間　 午前６時～午後４時50分のうち７時間
（休憩１時間除く）　35時間／週

▼報酬（給料）901円／時間

▼必要な技術・資格　 普通自動車運転免許

▼担 当 課　学校教育課（☎852・5372）
❷調理員･･････････････････････････････････････２人

▼業務内容　町立学校での給食調理等

▼任用期間　 ４月１日～３月31日（夏休み等の長期休
業期間は業務の実情に応じ休暇とする）

▼勤務時間　 午前７時30分～午後４時50分のうち７時
間（休憩１時間除く）　35時間／週

▼報酬（給料）901円／時間

▼担 当 課　学校教育課（☎852・5372）
❸調理員（補助）･･････････････････････････････１人

▼業務内容　町立学校での給食調理等の補助

▼任用期間　 ４月１日～３月31日（夏休み等の長期休
業期間は業務の実情に応じ休暇とする）

▼勤務時間　 学校教育課長が別途指示する日において１
日につき７時間以内（休憩１時間除く）

　　　　　　15時間／週

▼報酬（給料）901円／時間

▼担 当 課　学校教育課（☎852・5372）
❹生活支援員（学校）･･････････････････････････１人

▼業務内容　障害のある児童生徒の学校生活サポート等

▼任用期間　 ４月１日～３月31日（夏休み等の長期休
業期間は業務の実情に応じ休暇とする）

▼勤務時間　 午前８時20分～午後３時30分のうち６時
間（休憩１時間除く）　30時間／週

▼報酬（給料）1,021円／時間

▼担 当 課　学校教育課（☎852・5372）
❺学習支援員（学校ＩＣＴ支援員）･･････････････１人

▼業務内容　情報通信技術支援（ＩＣＴ支援員）

▼任用期間　 ４月１日～３月31日（夏休み等の長期休
業期間は業務の実情に応じ休暇とする）

▼勤務時間　 午前８時20分～午後４時50分のうち７時
間（休憩１時間除く）　35時間／週

▼報酬（給料）1,217円／時間

▼必要な技術・資格　 小学校または中学校の教員免許状

▼担 当 課　学校教育課（☎852・5372）
❻学習支援員（放課後）（補助） ･････････････････２人

▼業務内容　小学校児童の学習支援（放課後）の補助

▼任用期間　 ４月１日～３月31日（夏休み等の長期休
業期間は勤務時間を延長）

▼勤務時間　 学校教育課長が別途指示する日において１
日につき４時間以内　15時間／週

▼報酬（給料）1,146円／時間

▼必要な技術・資格　 幼稚園、小学校または中学校の教
員免許状

▼担 当 課　学校教育課（☎852・5372）
❼学習支援員（放課後）（補助） ･････････････････２人

▼業務内容　小学校児童の学習支援（放課後）の補助

▼任用期間　 ４月１日～３月31日（夏休み等の長期休
業期間は勤務時間を延長）

▼勤務時間　 学校教育課長が別途指示する日において１
日につき４時間以内　15時間／週

▼報酬（給料）854円／時間

▼必要な技術・資格　 資格不要

▼担 当 課　学校教育課（☎852・5372）
❽生活支援員（放課後）････････････････････････１人

▼業務内容　小学校児童の放課後保育

▼任用期間　 ４月１日～３月31日（夏休み等の長期休
業期間は勤務時間を延長）

▼勤務時間　 午後１時30分～午後６時30分の５時間
　　　　　　25時間／週

▼報酬（給料）878円／時間
▼必要な技術・資格　 放課後児童支援員認定資格研修終

了証

▼担 当 課　学校教育課（☎852・5372）
❾生活支援員（放課後）（補助） ･････････････････１人

▼業務内容　小学校児童の放課後保育の補助

▼任用期間　 ４月１日～３月31日（夏休み等の長期休
業期間は勤務時間を延長）

▼勤務時間　 学校教育課長が別途指示する日において１
日につき５時間以内　15時間／週

▼報酬（給料）854円／時間

▼担 当 課　学校教育課（☎852・5372）
10施設管理人（公園）･･････････････････････････１人

▼業務内容　 雀館運動公園周辺の施設維持等（刈払機に
よる草刈りなど）

▼任用期間　 ４月１日～３月31日

▼勤務時間　 午前７時～午後６時のうち７時間（休憩１
時間除く）　35時間／週

▼報酬（給料）1,072円／時間

▼必要な技術・資格　 普通自動車免許

▼担 当 課　生涯学習課（☎852・4411）
11施設管理人（公園）･･････････････････････････１人

▼業務内容　 雀館運動公園周辺の施設維持等（刈払機に
よる草刈りなど）

▼任用期間　 ４月１日～３月31日

▼勤務時間　 午前７時～午後６時のうち７時間（休憩１
時間除く）　23.25時間／週

▼報酬（給料）1,072円／時間

▼必要な技術・資格　 普通自動車免許

▼担 当 課　生涯学習課（☎852・4411）
12施設管理人（町民センター）･･････････････････１人

▼業務内容　生涯学習課所管施設の受付業務等

▼任用期間　 ４月１日～３月31日
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▼勤務時間　 平日：午後５時～午後10時のうち５時間
　　　　　　休日： 午前７時～午後10時のうち13時間

（休憩２時間除く）　35時間／週

▼報酬（給料）824円／時間

▼担 当 課　生涯学習課（☎852・4411）
13清掃作業員･･････････････････････････････････２人

▼業務内容　 町民センター、広域体育館及び雀館運動公
園周辺の清掃作業

▼任用期間　 ４月１日～３月31日

▼勤務時間　 午前９時～午後３時のうち５時間（休憩１
時間除く）　25時間／週

▼報酬（給料）824円／時間

▼担 当 課　生涯学習課（☎852・4411）
14事務補助員･･････････････････････････････････１人

▼業務内容　友愛館施設管理運営事務補助

▼任用期間　 ４月１日～３月31日

▼勤務時間　 午前８時30分～午後５時30分のうち７時
間（休憩１時間除く）　35時間／週

▼報酬（給料）901円／時間

▼必要な技術・資格　 普通自動車運転免許、パソコン操
作等

▼担 当 課　生涯学習課（☎852・4411）
15事務補助員･･････････････････････････････････１人

▼業務内容　地域図書室における事務補助

▼任用期間　 ４月１日～３月31日

▼勤務時間　平日： 午前９時～午後７時のうち７時間
　　　　　　休日： 午前９時～午後５時のうち７時間
　　　　　　（ともに休憩１時間除く）　35時間／週

▼報酬（給料）901円／時間

▼必要な技術・資格　 普通自動車運転免許、パソコン操
作等

▼担 当 課　生涯学習課（☎852・4411）
16清掃作業員（青空号）････････････････････････４人

▼業務内容　町道、公園の維持業務等

▼任用期間　 ４月１日～３月31日

▼勤務時間　 午前８時30分～午後４時30分のうち７時
間（休憩１時間除く）　35時間／週

▼報酬（給料）1,072円／時間

▼必要な技術・資格　 普通自動車免許

▼担 当 課　建設課（☎852・5252）
17事務補助員･･････････････････････････････････１人

▼業務内容　健康福祉課所管業務の事務補助
▼任用期間　 ４月１日～３月31日

▼勤務時間　 午前８時30分～午後４時30分のうち７時
間（休憩１時間除く）　35時間／週

▼報酬（給料）901円／時間

▼必要な技術・資格　 普通自動車運転免許、パソコン操
作等

▼担 当 課　健康福祉課（☎852・5128）
18事務補助員･･････････････････････････････････１人

▼業務内容　 コロナウイルスワクチン接種に関する予

約、受付、記録等の事務補助

▼任用期間　 ４月１日～３月31日

▼勤務時間　 午前８時30分～午後４時30分のうち７時
間（休憩１時間除く）　35時間／週

▼報酬（給料）901円／時間

▼必要な技術・資格　 普通自動車運転免許、パソコン操
作等

▼担 当 課　健康福祉課（☎852・5180）
19施設管理人（公園）･･････････････････････････２人

▼業務内容　 森山森林公園、町有林の維持管理業務
（チェーンソーによる支障木伐採等）

▼任用期間　 ４月１日～11月30日

▼勤務時間　 午前８時30分～午後４時30分のうち７時
間（休憩１時間除く）　35時間／週

▼報酬（給料）1,072円／時間

▼必要な技術・資格　 普通自動車免許

▼担 当 課　農林振興課（☎852・5233）
20施設管理人（資料館）････････････････････････１人

▼業務内容　森林資料館（五城目城）施設管理業務

▼任用期間　 ４月１日～11月30日（１勤務１名体制に
よる交代勤務）

▼勤務時間　 午前８時30分～午後４時30分のうち７時
間（休憩１時間除く）　28時間／週

▼報酬（給料）901円／時間

▼必要な技術・資格　 普通自動車運転免許

▼担 当 課　農林振興課（☎852・5233）
21事務補助員･･････････････････････････････････２人

▼業務内容　 朝市ふれあい館施設管理運営業務事務補
助、定市場管理運営業務事務補助等

▼任用期間　 ４月１日～３月31日

▼勤務時間　 午前６時～午後９時のうち７時間（休憩１
時間除く）　35時間／週

▼報酬（給料）901円／時間

▼必要な技術・資格　 普通自動車運転免許、パソコン操
作等

▼担 当 課　商工振興課（☎852・5222）

▼申込方法　 町総務課で募集要項と所定の応募書式
の提供を受け、必要事項を記入のうえ
持参してください。

▼申込期限　 ２月10日㈭

▼選考方法　 面接試験を２月21日㈪、22日㈫に実施
し採用の可否を決定します（面接日程
は別途通知します）。

▼勤務条件　 詳細については募集要項をご覧になる
とともに、疑問のある点は担当課また
は町総務課（☎852・5332）に電話な
どで確認してください。



国民年金保険料の免除期間・納付猶予期間がある方へ
国民年金保険料の追納をおすすめします！

　免除または納付猶予の承認を受けた期間
がある場合は、保険料を全額納付したとき
に比べ、将来受け取る年金額が少なくなり
ます。
　将来受け取る年金額を補うために、10
年以内であれば、後から保険料を納めるこ
とができます。
　申請方法や申請書等は、日本年金機構
のホームページ（https://www.nenkin.
go.jp/）に掲載しています。
問 ��町住民生活課（☎852・5112）

募 町屋内温水プール
子ども水泳教室のご案内

　保育園や幼稚園のお子さんを対象とした
入門コースの受講者を募集しています。優
しく丁寧にレッスンを行います。
　体験もできますので、この機会に一度、
チャレンジしてみてはいかがでしょうか。
電話から体験のご予約ができます。
●子ども水泳教室（入門コース）
▶日　時　火曜日　午後４時〜午後５時
　　　　　木曜日　午後３時〜午後４時
※体験、入会は随時受け付けています。
▪申・問 �町 屋 内 温 水 プ ー ル （ ☎ 8 5 2 ・

4416）

募 環境と文化のむらイベント
体験教室・自然観察会のご案内

●��春の森で野鳥を探そう‼
▶日　時　４月24日（日）
▶会　場　環境と文化のむら（野鳥の森）
▶時　間　午前10時〜正午
▶参加費　無料
※�開催日の１か月前から参加申し込み受け

付けを開始します。
▪申・問 �県環境と文化のむら（☎852・2202）

Ｊアラートの
全国一斉情報伝達訓練を実施

　地震・津波や武力攻撃などの発生時に備
え、防災行政無線を使用した情報伝達訓練
を実施します。
▶放送内容　�「これは、Ｊアラートのテス

トです」（３回繰り返し）「こち
らは、防災五城目広報です」

※�最初と最後にチャイムが鳴ります。なお、
Ｊアラートのサイレンは放送しません。

▶日　　時　２月16日㈬　午前11時ころ
※�１時間前の午前10時に訓練実施の予告

放送をします。
※�全国一斉訓練ですので、五城目町以外の

地域でも様々な手段で情報伝達訓練が行
われます。

問 ��町住民生活課（☎852・5112）

交通災害・不慮の災害共済
加入申込受付中‼

　令和４年度の「交通災害・不慮の災害共
済」の加入申し込みを受け付けています。
掛け金は交通災害共済300円、不慮の災
害共済700円です。
　加入申し込みは、取扱金融機関（秋田銀
行、北都銀行、郵便局）または町住民生活
課窓口で行えます。
※�申し込みの際に、反射材を差し上げま

す。
問 ��町住民生活課（☎852・5112）

凍結注意‼
冬季の転倒災害を防ぎましょう!

●�冬季は、雪・凍結による転倒災害が多発
しています
❖�危険な場所を知り意識して歩くなど予防
しよう！
駐車場から事務所や作業場の出入口まで
の経路、段差・スロープが特に危険で
す。

❖危険な時間帯を知ろう！

　朝７時〜９時の時間帯が特に危険です。
　詳しくは秋田労働局健康安全課（☎
862・6683）または最寄りの労働基準監
督署までどうぞ。

募 秋田地域アダプト・プログラムの
参画団体を募集

　県が管理する道路の一部について、除草
や清掃、緑化作業などの美化活動を協働で
行っていただく「秋田地域アダプト・プロ
グラム」への参画団体を募集しています。
この事業は、身近な道路の美化活動を行う
企業等の団体を県がサポート団体と認定
し、活動で必要となる資材の一部を提供す
るものです。詳しくはお問い合わせくださ
い。
問 ��県秋田地域振興局用地課（☎860・

3452）

秋田働き方改革推進支援センター
出張相談会のご案内

　就業規則の作成方法、労務管理全般の相
談、雇用関係助成金の活用などについて、
社会保険労務士が無料でご相談に応じま
す。
▶日　時　２月15日㈫
　　　　　午後１時〜午後４時
▶会　場　湖東３町商工会　五城目事務所
※�事前予約制となります。相談日の前日ま

でに下記へ電話でお申し込みください。
問 ��秋 田 働 き 方 改 革 推 進 支 援 セ ン タ ー

（80120・695・783、☎865・
5335）

募 求職者のための公共職業訓練
受講生を募集

▶訓練期間
❶❷�４月５日㈫〜９月30日㈮（６か月）
❸　�４月５日㈫〜10月28日㈮（７か月）
▶訓練科（定員）
❶電気設備技術科（15人）
❷ビル管理技術科（15人）
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❸建築ＣＡＤ施工科
（10人・ビジネススキル講習付き）

▶訓練時間　午前９時30分〜
午後３時40分

▶会　　場　ポリテクセンター秋田
（潟上市）

▶募集期間　２月24日㈭まで
▶受 講 料　�無料（テキスト代等は自己負担）
▶応募資格　�ハローワークに求職申込をさ

れた方で、新たな技術・技能
を身につけて再就職を希望さ
れる方

※�講習内容などの詳細は、下記問い合わせ
先まで。

※�毎週木曜日に施設見学会を行っています
（雇用保険受給中の方は就職活動として
認められます）。

▪詳・問 �ポリテクセンター秋田（☎873・
3178）

自動車の登録手続き等
年度末を待たずにお早めに‼

　毎年、年度末の３月は、運輸支局の自動
車検査・登録の窓口が大変混雑しておりま
す。
　混雑回避のため、検査・登録手続きは、
３月の下旬を避け、可能な限り中旬までに
行っていただきますようお願いいたしま
す。
　また、引き続き新型コロナウイルス感染
拡大防止のため窓口申請の分散にご協力く
ださい。
　なお、来庁の際にはマスク等を着用して
いただくとともに発熱など風邪の症状のあ
る方は来庁をお控えいただくようお願いし
ます。
※�登録手続きに関しての問い合わせは、ヘ

ルプデスク（登録手続き案内）をご利用
願います。

問 ��秋田運輸支局ヘルプデスク（☎050・
5540・2012）

マイナポイント事業
第２弾が始まりました

　マイナンバーカードを取得し、ポイント
申請を行った方が、国からキャッシュレス
決済用のポイント給付を受けられるマイナ
ポイント事業第２弾が令和４年１月１日か
ら始まりました。
≪対象となる方≫
　今までにマイナンバーカードを取得した
方、令和４年９月末までにマイナンバー
カードを取得する方で、マイナポイントを
申請していない方全員が対象となります。
（令和３年５月１日以降にマイナンバー
カードを取得した方も対象となりました）
≪�マイナンバーカードの受け取りからマイ
ナポイント取得までの流れ≫
❶�マイナンバーカードを申請し、役場で

カードを受け取る
❷�マイナポイントアプリを使ってマイナン

バーカードとキャッシュレス決済サービ
スを紐づけする
❸�紐づけしたキャッシュレス決済サービス

を利用して、20,000円の買い物もしく
は、チャージすることで、最大5,000
円相当のポイントが付与される。
≪マイナポイントの手続き≫
　マイナポイントは、マイナンバーカード
読み取りに対応しているスマートフォンが
あれば自宅でも申し込み可能ですが、自力
で手続きすることが困難な方のために、役
場窓口にて申請サポートを行っておりま
す。ご希望の方は、住民生活課までお越し
ください。
※�窓口の混雑によりお時間がかかることも

ありますのでご了承ください。
※�健康保険証利用登録や、銀行口座との紐

づけによるマイナポイント付与につきま
しては、現時点では未定です。詳細が決
まり次第ご案内いたします。

問 ��町住民生活課（☎852・5112）

冬道はスピードを控えめに 車間距離は十分に

１月6日、町交通安全協会と町交通
指導隊により、交通安全祈願を行
いました。

交通事故相談窓口をご存知ですか？
相談は無料です‼
　交通事故は誰にとっても突然で、どうした
らよいのか戸惑います。
　県生活センターでは、被害者や加害者が抱
えるさまざまな問題に、専門相談員や顧問弁
護士が中立公平な立場で、解決に向けてアド
バイスをしています。どなたでもお気軽にご
相談ください。
※�交通事故に関する相談・お問い合わせは
　県生活センター（アトリオン７階）
　（☎836・7804または7805）

令和３年飲酒運転等追放競争結果13位 （全県25市町村） ※令和２年は５位
（令和３年１月〜令和３年12月までに、酒気帯び運転３件が発生しました。）



日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5
▶朝市健康相談
10：00〜 朝館 

▶新入学児童保護者
説明会
15：00〜 五小 

6 7 8 9 10 11 12
▶消防団消舎巡回点検
9：00〜 全町 
▶五城目おはなし会
11：00〜 朝館 

▶ＰＴＡ授業参観
13：55〜 五小 

C M５：2 5
（秋田朝日放送）

建国記念日 ▶わらしべ塾
サッカー教室
10：00〜 馬川公 

13 14 15 16 17 18 19
▶Ｊアラートの
全国一斉情報伝達訓練
11：00〜 全町 
▶２月ＰＴＡ授業参観
13：35〜 五一中 

CM15：45
（秋田朝日放送）

▶�食育の日　
▶わらしべ塾
折り紙教室
10：00〜 馬川公 
卓球教室
18：00〜 広体 

20 21 22 23 24 25 26
▶高齢者
体力づくり教室
9：30〜 広体 

天皇誕生日

27 28

 広体 	 広域五城目体育館
 朝館 	 朝市ふれあい館

 馬川公 	 馬川地区公民館
 五小 	 五城目小学校

 五一中 	 五城目第一中学校
「だまこマンをさがせ！」の答え
・08㌻　「地域の方々や企業が受験生を応援‼」
・10㌻　「地域図書室わーくるだより」

可

燃

ご

み

収　　集　　町　　内
新里町・広ケ野・希望ケ丘・田町・上田町・今町
御蔵町・小池町・川原町・新町・一番町・古川町
紀久栄町・仲町・長町・米沢町・築地町・畑町・新畑町

馬場目地区・富津内地区・内川地区
大川地区全域

雀舘・昭辰町・舘町・中川原
矢場崎・東磯ノ目・西磯ノ目・馬川地区全町内
森山地区・ななくら（仮称）

収　集　日 曜日

2022年 ３月ごみ収集日程表

収　　集　　町　　内

馬場目地区・富津内地区・内川地区

新里町・広ケ野・希望ケ丘・馬川地区（樋口・岩城町を除く）

森山地区・下樋口・石崎・西野・谷地中・曙町

今町・御蔵町・小池町・川原町・仲町・長町
米沢町・雀舘・昭辰町・大川（１組〜７組）

築地町・畑町・新畑町・東磯ノ目 
西磯ノ目・矢場崎・ななくら（仮称）

田町・上田町・新町・一番町・古川町 
紀久栄町・舘町・中川原・樋口・岩城町

ガラス類他
空きビン類

金属類他
空きカン類

不

燃

ご

み

五城目地区･馬川地区
馬場目地区･富津内地区･内川地区･大川地区･森山地区

資

源

ご

み

古紙類 新聞･雑誌類
･段ボール･紙パック

ペ ッ ト ボ ト ル資
源
ご
み

月
・
木

火
・
金

水
・
土

2日・16日（水）　（全町）

13日・17日・10日
14日・17日・21日
24日・28日・31日

11日・14日・18日
11日・15日・18日
22日・25日・29日

12日・15日・19日
12日・16日・19日
23日・26日・30日

12日（土）
26日（土）

14日（月）

8日（火）

9日（水）

10日（木）

11日（金）

28日（月）

22日（火）

23日（水）

24日（木）

25日（金）

◆�
収
集
日
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼�
３
月
21
日
㈪
春
分
の
日
は
、祝
日
で
す
が
ご

み
の
収
集
を
行
い
ま
す
。

※�

収
集
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、

　
住
民
生
活
課（
☎
８
５
２・５
１
１
２
）ま
で

◆�

次
の
こ
と
を
必
ず
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

▼�

ご
み
袋
は
、必
ず
氏
名
を
書
い
て
、午
前
８
時

ま
で
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◆�

大
量
に
ご
み
が
出
る
場
合
は
、町
の
許
可
業

者
へ
処
理
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

❶　
㈲
丸
ノ
内
サ
ー
ビ
ス

（
☎
８
４
５
・
７
０
９
９
）

❷　
加
藤
商
事
㈱	

（
☎
８
５
２
・
２
９
６
０
）

❸　
五
城
目
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

（
☎
８
５
３
・
８
７
０
１
）
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だまこマンをさがせ！
町の美味しいヒーロー・だまこマンが今月号の

どこかに登場しています。
皆さんは見つけられましたか？

※答えはこのページの右下を参照

例年、屋根からの雪下ろし中や落氷雪等に
よる死傷事故が多数発生しております。

除雪などによる事故を未然に防ぐため、次
の事項に注意するようお願いいたします。

除排雪により受けた被害の事例
⃝屋根の雪下ろし中に転落して負傷
⃝屋根の雪下ろし中に梯

は し ご

子から転落して負傷
⃝歩行中または除雪中で落氷雪により負傷
⃝除雪機による手足の挟み込みにより負傷

〈被害防止のために〉
１．屋根雪下ろしの注意点
❶雪下ろしは、２人以上で行う
❷�転落に備え、建物の周りに雪を残しておく
❸通行人がいないか確認する
❹�乗り降りは、はしごの固定、確保を忘れずに
❺高所作業は、命綱とヘルメット着装
❻万一に備え携帯電話を持とう
２．雪かきの注意点
❶�屋根からの落雪は晴れの日ほど要注意。屋根の雪がゆるんでいる
❷�除雪機の雪詰まりは、エンジンを切ってから取り除く
❸道路除雪の直後は滑るので注意
❹�雪かきは重労働。体が慣れるまで無理をしない
❺�命綱、除雪機などの用具はこまめに手入れ・点検を

お問い合わせ　町消防署（☎852・2028）

▼日　時　２月20日㈰
　　　　　午前９時〜午前11時30分

▼場　所　朝市通り「旧和田家具店前」
（ちよだ五城目交流館向かい）

❖�お子様がいる家庭であれば、どなたでもご利用できま
す（無料です）。

❖上記譲渡会以外でも随時回収・お渡し可能です。
❖�どのようなおさがり品があるかは、ブログ「おさがり

広場」をご覧いただくか電話にてお問い合わせくださ
い。

ボランティアグループ　おさがり広場
五城目町字鵜ノ木89−6（五城館裏）
☎852・4887（担当：小林）
ブログ「おさがり広場」
URL → https://blog.goo.ne.jp/osagarihiroba5

【イベント・行事等の中止】
「青・壮年スポーツ教室」は、新型コロナウイルス感染拡大防止のため本年度分の全日程を中止とします。
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『わらしだ』とは五城目弁で、『子どもたち』の意味です

印刷には環境にやさしい植物油インキを
使用しています。
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町の人口と世帯（令和３年12月末現在）
前月比 昨年比 12月中の

人　口 8,617人 （－14）（－181） 転入者数
（男） 4,029人 （－ 3）（－ 79） 7人
（女） 4,588人 （－11）（－102） 転出者数
世　帯 3,917世帯 （－ 6）（－ 24） 12人

※�「おくやみ・おたんじょうのコーナー」への掲載を希望
しない方は、届け出の際にお知らせください。

⃞　⃞　⃞　⃞さん	 83歳	 12月 2日	下　山　内
⃞　⃞　⃞　⃞さん	 95歳	 12月 5日	下　高　崎
⃞　⃞　⃞⃞⃞さん	 96歳	 12月10日	築　地　町
⃞⃞⃞　⃞　⃞さん	 93歳	 12月10日	長　　町
⃞　⃞　⃞⃞⃞さん	 91歳	 12月12日	岡本一区
⃞　⃞　⃞　⃞さん	 94歳	 12月15日	石　　崎
⃞⃞⃞　⃞　⃞さん	 91歳	 12月18日	一　番　町
⃞　⃞　⃞　⃞さん	 97歳	 12月19日	杉　　沢
⃞　⃞　⃞　⃞さん	 91歳	 12月19日	大　　川
⃞　⃞　⃞　⃞さん	 92歳	 12月28日	下　高　崎
⃞　⃞　　　⃞さん	 69歳	 12月28日	希望ケ丘

「
が
ん
ば
る
ヤ
ン
グ
」の
コ
ー

ナ
ー
が
今
月
号
で
連
載
１
周
年

を
迎
え
ま
し
た
。取
材
の
度
に

皆
さ
ん
の
頑
張
り
や
活
躍
を
知

り
、い
つ
も
刺
激
を
受
け
て
い
ま

す
。♣
今
後
も
コ
ー
ナ
ー
を
継

続
し
て
い
く
中
で
、よ
り
多
く
の

方
々
を
紹
介
で
き
れ
ば
と
思
っ

て
い
ま
す
。（
藤
田
倫
治
）

佐
藤
い
よ
い
よ
受
験
シ
ー
ズ
ン
到
来

で
す
ね
。受
験
生
の
皆
さ
ん
、受

験
に
向
け
て
蓄
え
て
き
た
自
分

の
力
を
信
じ
て
頑
張
っ
て
く
だ
さ

い
。寒
い
日
が
続
き
ま
す
の
で
、

体
調
に
気
を
つ
け
て
本
番
で
実

力
を
発
揮
で
き
る
よ
う
お
祈
り

し
て
い
ま
す
。（
佐
藤
陽
子
）

□　□　□　□ちゃん	 12月19日	 □□・□□	 脇　　乙
□　□　□　□くん	 12月23日	 □□・□□	 畑　　町
□　□　□　□くん	 12月23日	 □□・□□	 畑　　町

「健やかに育ってね♥」
パパ・ママから

は
じ
め
ま
し
て

□
□
　
□
□
で
す

よ
ろ
し
く
ネ
！


